
適正就業基準
手作業除草作業

作業名 安全作業のポイント 安全保護具

作業一般 １　　常に健康の維持管理に努めること。

２　　安全第一に考え、安全就業に心掛けること。

３　　服装・履物は、作業に合ったものを着用すること。 .

　　　（１）作業服は、長袖、長ズボンを着用し、虫の入らぬよう袖口のしまった

　　　　　ものを選ぶこと。

　　　（２）作業靴は、底の厚いもので、滑りにくいものを使用すること。

　　　（３）保護帽は、必ず着用すること。 保護帽

　　　（４）手袋を、必ず着用すること。 手袋

４　　軽い柔軟体操をして、体をほぐしてから作業に従事すること。

５　　作業現場に着いたら、周囲の状況を確認すること。

６　　作業環境は、常に整理整頓に心掛けること。

７　　斜面での作業は、滑りやすいので、十分注意すること。

８  　重量物の運搬は、慎重に行うこと。

９　　道具類の使用は、正しい使用法によること。

１０　共同作業では、合図・連絡を正確に行うこと。

１１　長時間の作業は避けること。

１２　雨天時の作業は避けること。

１３　仕事場への行き帰りは、交通事故に気をつけること。

炎天下での作業 １　　日よけ帽を必ず着用すること。

２　　光化学スモッグ・ＰＭ２.５に十分注意し、注意報が出たら作業を

　　　行わないこと。

３　　休憩時には、水分を補充すること。

草抜き作業 １　　作業現場の状況確認を十分行うこと。

　　（１）ガラスの破片、釘等に注意すること。

　　（２）蜂の巣や茶毒蛾などの害虫に注意すること。

　　（３）安全チョッキ（反射板付）を着用すること。 安全チョッキ

　　（４）溝や斜面部から落ちないよう事前に地形を確認しておくこと。

２　　無理のない作業姿勢・方法をとること。

　　（１）　同じ姿勢を続ける時は、時々体をほぐすこと。

　　（２）作業が長くなる時は、腰を傷めないよう、両膝をついて行うこと。 脛パッド

３　　道路沿の作業は、往来の自動車、バイク、自転車と通行人に十分

　　　　注意をはらうこと。

草刈作業 １　　作業現場の状況確認を十分行うこと。

　　（１）ガラスの破片、釘等に注意すること。

　　（２）蜂の巣や害虫に注意すること。

　　（３）安全チョッキ（反射板付）を着用すること。 安全チョッキ

　　（４）溝や斜面部から落ちないよう事前に地形を確認しておくこと。

２　　鎌を使っての作業では、安全第一を心掛けること。

　　（１）腰を落とし、正しい姿勢で使用すること。

　　（２）共同で作業を行う場合は、作業空間を十分にとり、刃先に注意

　　　　すること。

　　（３）使用休止中の鎌は、立て掛けたり刃先を上向きにしたりしないように

　　　　すること。

４　　道路沿の作業は、往来の自動車、バイク、自転車と通行人に十分

　　　　注意をはらうこと。

掃き清掃 1　　松葉ほうきや、竹ほうきで作業場を清掃するときは、通行人等に

　　　迷惑を掛けないように周囲に十分注意を払うこと。

２　　清掃道具は、持ち帰るか、安全でじゃまにならない所に保管すること。
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